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　表２‐１　一般環境観測局の概要

測　定　項　目　等調査機関設置年度所 在 地観　測　局市　町区分

・二酸化硫黄（紫外線蛍光
法）
・浮遊粒子状物質（β線吸
収法）
・窒素酸化物（オゾンを用
いる化学発光法）
・光化学オキシダント（紫
外線吸収法）
・風向風速（光パルス式）
・テレメータ化

市５０水 橋 畠 等富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

市４２蓮 町富 山 岩 瀬

市３安 野 屋 町富 山 芝 園

市４８高 田富 山 神 明

市４８赤 田富 山 蜷 川

市４８笹 倉婦 中 速 星

県、市３上 島滑 川 上 島
滑 川 市

県、市５０大 崎 野滑 川 大 崎 野

県４２伏木東一宮高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

県、市５１能 町 南高 岡 能 町

県、市４３中 川高 岡 本 丸

県、市４７戸出光明寺高 岡 戸 出

県４福岡町土屋福 岡

県４窪氷 見氷 見 市

県４２三 日 曽 根新湊三日曽根

射 水 市 県、市４８東 明 中 町新 湊 海 老 江

県４７中 太 閤 山小 杉 太 閤 山

県３北 鬼 江魚 津魚 津 市
新
川
地
域

県、市４植 木黒 部 植 木黒 部 市

県３入 膳入 善入 善 町

県４太 田砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

県４泉 町小 矢 部小矢部市

県４柴 田 屋福 野南 砺 市

２３計

第１　図表
　敢　安全で健康な生活環境の確保

（２３年３月現在）



１５８

　表２‐２　二酸化硫黄濃度の年度別推移（年平均値）

２２２１２０１９１８年　　　度
観　測　局

０．００１０．００３０．００４０．００４０．００４富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

０．００１０．００１０．００３０．００４０．００５富 山 芝 園

０．００１０．００００．００１０．００１０．００１富 山 蜷 川

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１婦 中 速 星

０．００００．００００．００００．００１０．００１滑 川 上 島
滑 川 市

０．００００．００００．００１０．００１０．００１滑 川 大 崎 野

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

０．００００．００００．００００．００１０．００１高 岡 能 町

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１高 岡 本 丸

０．００００．００１０．００１高 岡 戸 出

０．００００．００００．００００．００１０．００１氷 見氷 見 市

０．００１０．００００．００４０．００３０．００４新湊三日曽根

射 水 市
０．００１０．００２０．００２０．００２０．００１新 湊 海 老 江

０．００４新 湊 今 井

０．００１０．００００．００００．００１０．００１小 杉 太 閤 山

０．００２０．００２０．００２０．００３０．００３魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．００００．００００．００１０．００１０．００３黒 部 植 木黒 部 市

０．００２０．００１０．００１０．００２０．００３入 善入 善 町

０．００４砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

０．００２０．００２０．００２０．００２０．００３小 矢 部小矢部市

０．００２０．００２０．００３０．００３０．００４福 野南 砺 市

０．００１０．００１０．００１０．００２０．００２年平均値

注１　測定は、紫外線蛍光法によります。
　２　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、新湊今井及び砺波については１８年度末、高

岡戸出については２０年度末に測定を廃止しました。

（単位：ppm）
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　表２‐３　二酸化硫黄に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、溶液導電率法又は紫外線蛍光法によります。
　２　短期的評価による適（〇）とは、１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上の測定が行

われた日をいう。）で０．０４ppm以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間において０．１ppm
以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（〇）とは、年間における１日平均値のうち測定値の高い方から２％の範囲
にあるものを除外した後の最大値が０．０４ppm以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が
０．０４ppmを超える日が２日以上連続しないことをいいます。

　４　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、新湊今井及び砺波については１８年度末、高
岡戸出については２０年度末に測定を廃止しました。　

長期的評価によ
る適（〇）、否（×）

短期的評価によ
る適（〇）、否（×）

１日平均値の２％除外値（ppm）項　目

観　測　局

０．０４ppm以下であること基　準

２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８年　度

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００７０．００７０．００８０．００７富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００６０．００７０．００９富 山 芝 園

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００３０．００３富 山 蜷 川

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００３０．００３０．００３０．００３婦 中 速 星

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００１０．００２０．００２０．００２滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００３０．００３滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００３０．００３０．００２０．００３０．００３高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００３０．００３高 岡 能 町

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００３０．００３高 岡 本 丸

〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２高 岡 戸 出

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００３氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００７０．００６０．００７新湊三日曽根

射 水 市
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００４０．００５０．００５０．００３新 湊 海 老 江

〇〇０．００７新 湊 今 井

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００４０．００３０．００３０．００５０．００５魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００５０．００７黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００３０．００３０．００２０．００５０．００５入 善入 善 町

〇〇０．００６砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００４０．００３０．００３０．００３０．００４小 矢 部小矢部市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００３０．００４０．００４０．００５０．００６福 野南 砺 市
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　表２‐４　二酸化窒素濃度の年度別推移（年平均値）

２２２１２０１９１８年　　　度
観　測　局

０．００９０．０１００．０１００．０１１０．０１２富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

０．００９０．０１００．０１００．０１２０．０１２富 山 芝 園

０．００６０．００７０．００７０．００８０．００８婦 中 速 星

０．０１１０．０１００．０１２０．０１３０．０１３滑 川 上 島
滑 川 市

０．００３０．００４０．００３０．００４０．００４滑 川 大 崎 野

０．００６０．００６０．００７０．００７０．００８高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

０．０１１０．０１１０．０１１０．０１２０．０１３高 岡 本 丸

０．００７０．００６０．０１０高 岡 波 岡

０．００８０．００８０．００８０．００９０．０１０高 岡 戸 出

０．００７０．００５０．００５０．００６０．００７氷 見氷 見 市

０．００９０．００８０．００９０．０１００．０１１新湊三日曽根

射 水 市
０．００８０．００８０．００８０．００８０．００９新 湊 海 老 江

０．００７新 湊 今 井

０．０１００．０１００．０１００．０１１０．０１２小 杉 太 閤 山

０．００８０．００９０．０１００．０１１０．０１１魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．００７０．００８０．００７０．００５０．０１１黒 部 植 木黒 部 市

０．００９０．００９０．０１００．０１１０．０１２入 善入 善 町

０．００８砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

０．００８０．００７０．００８０．００９０．００９小 矢 部小矢部市

０．００６０．００６０．００７０．００６０．００７福 野南 砺 市

０．００８０．００８０．００８０．００９０．０１０年平均値

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、新湊今井及び砺波については１８年度末、高

岡波岡については２０年度末に測定を廃止しました。　

（単位：ppm）
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　表２‐５　二酸化窒素に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　長期的評価による適（○）とは、年間における１日平均値のうち、低い方から数えて９８％目にあ

たる値が、０．０４ppmから０．０６ppmのゾーン内又はそれ以下であることをいいます。
　３　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、新湊今井及び砺波については１８年度末、高

岡波岡については２０年度末に測定を廃止しました。　

環境基準の適（〇）、否
（×）

１日平均値の９８％値（ppm）項　目

観　測　局

０．０４ppmから０．０６ppmまでのゾーン内又はそ
れ以下であること基　準

２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８年　度

〇〇〇〇〇０．０２４０．０２３０．０２２０．０２２０．０２６富 山 岩 瀬

富山市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇０．０２２０．０２５０．０２２０．０２３０．０２５富 山 芝 園

〇〇〇〇〇０．０１６０．０１８０．０１５０．０１５０．０１６婦 中 速 星

〇〇〇〇〇０．０２５０．０２３０．０２３０．０２４０．０２４滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇〇〇〇０．００８０．００９０．００８０．００８０．００９滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇０．０１９０．０１７０．０１７０．０２００．０１９高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇０．０３００．０２６０．０２４０．０２５０．０２６高 岡 本 丸

〇〇〇０．０１７０．０１４０．０２１高 岡 波 岡

〇〇〇〇〇０．０２１０．０２４０．０２００．０２１０．０２２高 岡 戸 出

〇〇〇〇〇０．０１７０．０１２０．０１１０．０１４０．０１５氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇０．０２５０．０２５０．０２４０．０２５０．０２７新湊三日曽根

射 水 市
〇〇〇〇〇０．０２１０．０２００．０２１０．０２１０．０２１新 湊 海 老 江

〇０．０１９新 湊 今 井

〇〇〇〇〇０．０２２０．０２３０．０２１０．０２２０．０２３小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇０．０２１０．０２００．０２４０．０２２０．０２４魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇０．０２２０．０２００．０２２０．０１１０．０２２黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇０．０２１０．０２００．０１９０．０２２０．０２４入 善入 善 町

〇０．０１６砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

〇〇〇〇〇０．０２３０．０２２０．０１７０．０２３０．０１９小 矢 部小矢部市

〇〇〇〇〇０．０１９０．０１５０．０１６０．０１５０．０１６福 野南 砺 市
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　表２‐６　浮遊粒子状物質濃度の年度別推移（年平均値）

２２２１２０１９１８年　　　度
観　測　局

０．０１４０．０１３０．０１５０．０１５０．０１６富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

０．０１４０．０１５０．０２００．０２１０．０２４富 山 岩 瀬

０．０１６０．０１５０．０１９０．０１９０．０２２富 山 芝 園

０．０１４０．０１３０．０１６０．０１７０．０１７富 山 神 明

０．０１４０．０１４０．０１７０．０１６０．０１８富 山 蜷 川

０．０１４０．０１３０．０１７０．０１６０．０１９婦 中 速 星

０．０１３０．０１２０．０１５０．０１３０．０１７滑 川 上 島
滑 川 市

０．０１３０．０１２０．０１５０．０１４０．０１６滑 川 大 崎 野

０．０２００．０１５０．０１７０．０１８０．０２０高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

０．０１６０．０１６０．０１５０．０１４０．０１８高 岡 能 町

０．０１８０．０１８０．０２１０．０１５０．０２０高 岡 本 丸

０．０１８０．０１７０．０２１高 岡 波 岡

０．０１２０．０１３０．０１５０．０１７０．０２２高 岡 戸 出

０．０１８０．０１９０．０２０福 岡

０．０１８０．０１５０．０１６０．０１７０．０１７氷 見氷 見 市

０．０１８０．０１８０．０２３０．０２００．０２３新湊三日曽根

射 水 市
０．０１６０．０１６０．０１７０．０１７０．０１９新 湊 海 老 江

０．０２００．０１７０．０１９新 湊 今 井

０．０１７０．０１４０．０１６０．０１６０．０２０小 杉 太 閤 山

０．０１８０．０１７０．０１８０．０１７０．０２０魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．０１１０．０１３０．０１４０．０１３０．０１４黒 部 植 木黒 部 市

０．０１８０．０１６０．０１８０．０１４０．０１９入 善入 善 町

０．０２１０．０１８０．０１９０．０１３０．０１９砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

０．０２５０．０１９０．０２２０．０２４０．０２６小 矢 部小矢部市

０．０２４０．０２００．０２４０．０２２０．０２５福 野南 砺 市

０．０１７０．０１５０．０１８０．０１７０．０２０年平均値

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　高岡波岡、福岡及び新湊今井については２０年度末に測定を廃止しました。

（単位：mg／m３）
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　表２‐７　浮遊粒子状物質に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期的評価による適（〇）とは、１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上の測定が行

われた日をいう。）で０．１mg／m３以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間において０．２mg
／m３以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（〇）とは、年間における１日平均値のうち測定値の高い方から２％の範囲
内にあるものを除外した後の最大値が０．１０mg／m３以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が
０．１０mg／m３を超える日が２日間以上連続しないことをいいます。

　４　高岡波岡、福岡及び新湊今井については２０年度末に測定を廃止しました。

長期的評価によ
る適（〇）、否（×）

短期的評価によ
る適（〇）、否（×）

１日平均値の２％除外値（mg／m３）項　目

観　測　局

０．１０mg／m３以下であること基　準

２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８年　度

〇〇〇〇〇〇×〇〇×０．０４５０．０３５０．０４００．０４２０．０４５富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４３０．０４２０．０５４０．０５７０．０６３富 山 岩 瀬

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４８０．０３９０．０４９０．０４９０．０６２富 山 芝 園

〇〇〇〇〇〇×〇〇〇０．０４２０．０３８０．０４５０．０５００．０４６富 山 神 明

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４５０．０４１０．０４９０．０４８０．０４９富 山 蜷 川

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４１０．０４００．０４７０．０４７０．０５３婦 中 速 星

〇〇〇〇〇××〇〇×０．０４３０．０３５０．０４６０．０４８０．０５６滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇〇〇〇〇×〇〇〇０．０４２０．０３６０．０４４０．０４５０．０５０滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇〇××××０．０５２０．０３７０．０４１０．０５１０．０５１高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇〇×〇〇×０．０４９０．０３９０．０３９０．０４４０．０４８高 岡 能 町

〇〇〇〇〇〇×〇〇×０．０５１０．０４６０．０５１０．０４５０．０５７高 岡 本 丸

〇〇〇〇〇×０．０４４０．０５２０．０５６高 岡 波 岡

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４３０．０３７０．０４００．０４７０．０５２高 岡 戸 出

〇〇〇〇××０．０４００．０４８０．０４７福 岡

〇〇〇〇〇〇××××０．０５４０．０４００．０４５０．０５２０．０６３氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０５００．０４３０．０５５０．０５１０．０５６新湊三日曽根

射 水 市
〇〇〇〇〇〇×〇〇×０．０４５０．０４３０．０４７０．０４９０．０５９新 湊 海 老 江

〇〇〇×××０．０４７０．０４８０．０５５新 湊 今 井

〇〇〇〇〇〇××〇×０．０４９０．０３９０．０４３０．０４８０．０５３小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４５０．０３８０．０４２０．０５１０．０５７魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇××〇〇×０．０３８０．０３４０．０４１０．０４３０．０４５黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４６０．０３４０．０４２０．０４３０．０５６入 善入 善 町

〇〇〇〇〇〇××××０．０５８０．０４２０．０４８０．０３２０．０５１砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

〇〇〇〇〇〇××××０．０５５０．０４１０．０５３０．０５５０．０６０小 矢 部小矢部市

〇〇〇〇〇〇××××０．０５４０．０４００．０４７０．０５００．０５２福 野南 砺 市
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　表２‐８　光化学オキシダント濃度の年度別推移（年平均値）

２２２１２０１９１８年　　　度
観　測　局

０．０３４０．０３１０．０３２０．０３２０．０３３富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

０．０３６０．０３３０．０３２０．０３３０．０３２富 山 岩 瀬

０．０３２０．０３００．０３００．０３００．０３２富 山 芝 園

０．０３００．０２９０．０３００．０３３０．０３２富 山 神 明

０．０３５０．０３００．０３１０．０３２０．０３２富 山 蜷 川

０．０３３０．０３１０．０３００．０３２０．０３３婦 中 速 星

０．０２９０．０２７０．０２９０．０３００．０３０滑 川 上 島
滑 川 市

０．０３８０．０３７０．０３５０．０３９０．０３７滑 川 大 崎 野

０．０３８０．０３６０．０３６０．０３７０．０３８高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

０．０３１０．０３００．０３１０．０３２高 岡 能 町

０．０３２０．０２７０．０２９０．０３１０．０３０高 岡 本 丸

０．０２９０．０３３０．０３０高 岡 波 岡

０．０３３０．０３００．０３００．０３２０．０３１高 岡 戸 出

０．０３１０．０３００．０２９０．０３２０．０３０福 岡

０．０３４０．０２８０．０３２０．０３４０．０３３氷 見氷 見 市

０．０３４０．０３２０．０３２０．０３４０．０３６新湊三日曽根

射 水 市
０．０３４０．０３１０．０３２０．０３２０．０３３新 湊 海 老 江

０．０２９０．０２９０．０３０新 湊 今 井

０．０３００．０２９０．０２９０．０３００．０３０小 杉 太 閤 山

０．０３５０．０３２０．０３２０．０３４０．０３５魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．０３３０．０３１０．０３１０．０３１０．０３２黒 部 植 木黒 部 市

０．０３４０．０３１０．０３１０．０３３０．０３３入 善入 善 町

０．０３５０．０３１０．０３２０．０３２０．０３３砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

０．０３００．０２９０．０２９０．０３１０．０３１小 矢 部小矢部市

０．０３２０．０３００．０３１０．０３４０．０３３福 野南 砺 市

０．０３３０．０３１０．０３１０．０３２０．０３２年平均値

注１　測定は、紫外線吸収法によります。
　２　高岡波岡及び新湊今井については２０年度末、高岡能町については２１年度末に測定を廃止しました。

（単位：ppm）



１６５

資
料
資
料
編編

　

１１
　
安
全
で
健
康
な
生
活
環
境
の
確

安
全
で
健
康
な
生
活
環
境
の
確
保保

　表２‐９　光化学オキシダントに係る環境基準の達成状況

注１　測定は、紫外線吸収法によります。
　２　高岡波岡及び新湊今井については２０年度末、高岡能町については２１年度末に測定を廃止しました。

１時間値が０．０６ppmを超えない場
合の割合（％）

１時間値の最高値（ppm）項　目

観　測　局

０．０６ppm以下であること基　準

２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８年　度

９４．８９４．８９３．４９２．８９２．２０．１０００．１０６０．１０２０．１１９０．１０４富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

９３．２９４．０９４．５９２．２９４．７０．０９８０．１０５０．０９７０．１２３０．０９７富 山 岩 瀬

９５．７９５．６９４．４９５．１９２．９０．１０１０．１０００．１０１０．１１５０．１０２富 山 芝 園

９５．４９５．８９４．７９２．８９４．５０．０９８０．０９６０．０９８０．１２３０．０９８富 山 神 明

９３．９９６．４９４．２９４．９９４．８０．１０４０．０９００．１０００．１０９０．０８９富 山 蜷 川

９５．５９５．３９４．７９４．５９３．１０．０９６０．０９７０．０９９０．１１６０．０９８婦 中 速 星

９５．２９５．２９６．２９４．５９４．６０．１０６０．１０４０．０９７０．１２００．１０３滑 川 上 島
滑 川 市

９３．２９２．７９５．９９２．０９３．５０．１０９０．１０５０．１０４０．１２１０．１０１滑 川 大 崎 野

９３．１９４．５９４．１９１．８９０．７０．０９８０．１０２０．０９５０．１２２０．１１０高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

９５．５９５．９９４．７９４．５０．０９７０．０９４０．１２００．１０１高 岡 能 町

９５．９９５．９９６．２９４．５９６．５０．０９４０．０９８０．１０００．１１８０．１０５高 岡 本 丸

９６．２９３．９９７．００．０９２０．１１３０．０９７高 岡 波 岡

９４．６９５．２９４．６９３．０９４．８０．０９７０．０９７０．１０１０．１１９０．１０６高 岡 戸 出

９４．０９４．９９５．４９３．３９７．２０．１０４０．１０３０．０９７０．１２３０．０９６福 岡

９３．５９５．７９５．２９２．４９３．８０．０９４０．０９４０．０９８０．１１９０．１０４氷 見氷 見 市

９４．１９４．２９４．５９０．９８８．００．０９８０．０９７０．０９４０．１１８０．１０９新湊三日曽根

射 水 市
９４．６９５．１９４．２９４．１９１．８０．０９１０．０９４０．０９４０．１１１０．１０３新 湊 海 老 江

９５．７９４．４９３．４０．０９５０．１１６０．１０８新 湊 今 井

９５．８９５．７９４．９９３．３９５．１０．０９６０．１０６０．１０３０．１１１０．０９６小 杉 太 閤 山

９３．５９５．２９５．２９２．７９１．７０．０９５０．１０８０．１０２０．１１００．１０３魚 津魚 津 市
新
川
地
域

９５．４９５．４９６．１９４．７９３．８０．０９４０．１０６０．０９７０．１１９０．１００黒 部 植 木黒 部 市

９５．９９５．６９６．６９３．９９４．００．０９５０．１０６０．０９７０．１２１０．１０３入 善入 善 町

９４．８９５．８９５．８９４．７９４．６０．０９６０．０９６０．１０１０．１１１０．０９３砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

９４．６９５．２９５．０９３．９９４．９０．０９６０．０９８０．０９３０．１１９０．０９８小 矢 部小矢部市

９３．８９４．５９４．１９２．２９５．１０．１０３０．１０６０．１０１０．１１８０．０９６福 野南 砺 市
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（２３年３月現在）
　表２‐１０　自動車排出ガス観測局の概要

測　定　項　目　等調査機関設置年度所　在　地観　測　局市

・一酸化炭素（非分散型赤外分析
計を用いる方法）
・窒素酸化物（オゾンを用いる化
学発光法）
・炭化水素（水素炎イオン化法）
・浮遊粒子状物質（β線吸収法）
・テレメータ化

市５豊 田 町富 山 豊 田

富山市 市４７本 丸富 山 城 址

市３婦中町上田島婦 中 田 島

県１６大 坪 町高 岡 大 坪高岡市

県３鷲 塚小 杉 鷲 塚
射水市

県１６下 条小 杉 下 条

県３前 沢黒 部 前 沢黒部市

７計

注１　１６年度に高岡広小路を廃止し、より交通量の多い一般国道８号沿線の状況を監視する高岡大坪を
新設し、１７年度から監視を開始しました。

　２　１６年度に小杉下条を新設し、１７年度から監視を開始しました。
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　表２‐１１　自動車排出ガス観測局における測定結果の年度別推移（年平均値）

２２２１２０１９１８年　度
項目（単位）観測局

０．４０．４０．３０．４０．４（ppm）一酸化炭素
富
　
山
　
豊
　
田富

　
　
　
　
　
山
　
　
　
　
　
市

０．０１２０．０１４０．０１６０．０１６０．０１９（ppm）一酸化窒素
０．０１９０．０１９０．０２１０．０２２０．０２３（ppm）二酸化窒素
０．０３００．０３４０．０３６０．０３８０．０４２（ppm）窒素酸化物
０．２１０．２００．２１０．２２０．２２（ppmC）非メタン炭化水素
１．９１１．９７１．９５１．９２１．８６（ppmC）メタン
２．１２２．１７２．１６２．１４２．０８（ppmC）全炭化水素
０．０２００．０２１０．０２８０．０３００．０２１（mg／m３）浮遊粒子状物質
０．４０．３０．３０．４０．４（ppm）一酸化炭素

富
　
山
　
城
　
址

０．００５０．００６０．００６０．００８０．００９（ppm）一酸化窒素
０．０１４０．０１５０．０１５０．０１７０．０１８（ppm）二酸化窒素
０．０２００．０２１０．０２１０．０２４０．０２７（ppm）窒素酸化物
０．１００．１００．１３０．１３０．１３（ppmC）非メタン炭化水素
１．８９１．８９１．８８１．８９１．８８（ppmC）メタン
１．９９１．９９２．０１２．０２２．０２（ppmC）全炭化水素
０．０１７０．０１７０．０１９０．０１８０．０２１（mg／m３）浮遊粒子状物質
０．３０．３０．３０．３０．３（ppm）一酸化炭素

婦
　
中
　
田
　
島

０．００７０．００７０．００８０．００９０．０１１（ppm）一酸化窒素
０．０１６０．０１５０．０１５０．０１６０．０１７（ppm）二酸化窒素
０．０２３０．０２２０．０２３０．０２６０．０２８（ppm）窒素酸化物
０．０９０．０９０．１００．０８０．０９（ppmC）非メタン炭化水素
１．８８１．８７１．８７１．８６１．８６（ppmC）メタン
１．９７１．９６１．９６１．９４１．９５（ppmC）全炭化水素
０．０１６０．０１６０．０１９０．０２００．０２４（mg／m３）浮遊粒子状物質
０．４０．４０．５０．５０．５（ppm）一酸化炭素

高
岡
大
坪
＊

高
　
　岡
　　
市

０．０２６０．０３３０．０４００．０３９０．０４５（ppm）一酸化窒素
０．０２４０．０２００．０２２０．０２４０．０２６（ppm）二酸化窒素
０．０５００．０５４０．０６２０．０６３０．０７１（ppm）窒素酸化物
０．１５０．１５０．２１０．２１０．２９（ppmC）非メタン炭化水素
１．９０１．８８１．８０１．７８１．８２（ppmC）メタン
２．０５２．０４２．００１．９９２．１１（ppmC）全炭化水素
０．０２３０．０２００．０２３０．０２４０．０２６（mg／m３）浮遊粒子状物質
０．３０．３０．４０．４０．４（ppm）一酸化炭素

小
　
杉
　
鷲
　
塚

射
　
　
　
水
　
　
　
市

０．００４０．００５０．００５０．００５０．００７（ppm）一酸化窒素
０．０１００．０１１０．０１２０．０１２０．０１４（ppm）二酸化窒素
０．０１４０．０１６０．０１７０．０１７０．０２１（ppm）窒素酸化物
０．１１０．１００．１１０．０９０．１２（ppmC）非メタン炭化水素
１．９５１．９３１．９３１．９３１．９１（ppmC）メタン
２．０５２．０３２．０４２．０２２．０３（ppmC）全炭化水素
０．０１７０．０１５０．０１６０．０１６０．０１９（mg／m３）浮遊粒子状物質

０．３０．４０．４（ppm）一酸化炭素
小
　
杉
　
下
　
条

０．００９０．００８０．００８０．０１００．０１２（ppm）一酸化窒素
０．０１２０．０１３０．０１４０．０１５０．０１５（ppm）二酸化窒素
０．０２２０．０２１０．０２３０．０２５０．０２７（ppm）窒素酸化物

０．０９０．０９０．１１（ppmC）非メタン炭化水素
１．９９１．９７１．９７（ppmC）メタン
２．０８２．０６２．０８（ppmC）全炭化水素

０．０１８０．０１７０．０２００．０２００．０２６（mg／m３）浮遊粒子状物質
０．３０．３０．３（ppm）一酸化炭素

黒
　
部
　
前
　
沢

黒
　
　部
　　
市

０．００９０．０１００．０１２０．０１３０．０１５（ppm）一酸化窒素
０．０１５０．０１５０．０１６０．０１６０．０１７（ppm）二酸化窒素
０．０２４０．０２５０．０２８０．０３００．０３２（ppm）窒素酸化物

０．０９０．０９０．０７０．０９（ppmC）非メタン炭化水素
１．９２１．９２１．９０１．８９（ppmC）メタン
２．００２．０２１．９７１．９９（ppmC）全炭化水素

０．０２４０．０２４０．０２４０．０２７０．０３０（mg／m３）浮遊粒子状物質
０．４０．３０．３０．４０．４（ppm）一酸化炭素年平

均値 ０．０１６０．０１５０．０１６０．０１７０．０１９（ppm）二酸化窒素
０．０１９０．０１９０．０２１０．０２２０．０２４（mg／m３）浮遊粒子状物質

注１　測定は、一酸化炭素は非分散型赤外分析計を用いる方法、非メタン炭化水素及びメタンは水素炎
イオン化法、その他の項目は一般環境観測局の測定方法と同じです。

　２　窒素酸化物は、一酸化窒素と二酸化窒素とを加えたものです。
　３　全炭化水素は、非メタン炭化水素とメタンとを加えたものです。
　４　小杉下条の一酸化炭素、非メタン炭化水素、メタン及び全炭化水素並びに黒部前沢の一酸化炭素

については２０年度末、黒部前沢の非メタン炭化水素、メタン及び全炭化水素については２１年度末に
測定を廃止しました。
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　表２‐１２　自動車排出ガス観測局における環境基準の達成状況

注１　測定は、非分散型赤外分析計を用いる方法によります。
　２　長期的評価による適（○）とは、年間における１日平均値のうち測定値の高い方から２％の範囲

にあるものを除外した後の最高値が１０ppmを超えず、かつ、年間を通じて１日平均値が１０ppmを
超える日が２日以上連続しないことをいいます。

　３　小杉下条及び黒部前沢の一酸化炭素については２０年度末に測定を廃止しました。

　　敢　一酸化炭素

長期的評価による
適（○）、否（×）

１日平均値が１０ppm
を超えた日が２日以上
連続の有無

１日平均値の２％除外値
（ppm）項　目

観測局
無１０ppm以下であること基　準

２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８年　度
〇〇〇〇〇無無無無無０．７０．７０．６０．６０．７富 山 豊 田

富山市 〇〇〇〇〇無無無無無０．６０．７０．６０．７０．８富 山 城 址
〇〇〇〇〇無無無無無０．６０．５０．７０．５０．６婦 中 田 島
〇〇〇〇〇無無無無無０．７０．８０．８０．９０．９高 岡 大 坪高岡市
〇〇〇〇〇無無無無無０．７０．５０．７０．６０．９小 杉 鷲 塚射水市 ――〇〇〇――無無無――０．５０．６０．６小 杉 下 条
――〇〇〇――無無無――０．５０．６０．５黒 部 前 沢黒部市

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　長期的評価による適（○）とは、年間における１日平均値のうち、低い方から数えて９８％

目にあたる値が、０．０４ppmから０．０６ppmのゾーン内又はそれ以下であることをいいます。

　　柑　二酸化窒素

長期的評価による適
（○）、否（×）

１日平均値の９８％値（ppm）項　目

観測局

０．０４ppmから０．０６ppmまでのゾーン
内又はそれ以下であること基　準

２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８年　度
〇〇〇〇〇０．０３３０．０３５０．０３８０．０３４０．０３７富 山 豊 田

富山市 〇〇〇〇〇０．０２６０．０２９０．０２７０．０２８０．０３０富 山 城 址
〇〇〇〇〇０．０２９０．０２９０．０２５０．０２８０．０２９婦 中 田 島
〇〇〇〇〇０．０４３０．０３６０．０３９０．０３９０．０４３高 岡 大 坪高岡市
〇〇〇〇〇０．０２４０．０２４０．０２６０．０２２０．０２８小 杉 鷲 塚射水市 〇〇〇〇〇０．０２７０．０２９０．０２４０．０２７０．０２６小 杉 下 条
〇〇〇〇〇０．０３００．０２８０．０２９０．０３４０．０３０黒 部 前 沢黒部市

　　桓　浮遊粒子状物質

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期的評価による適（○）とは、１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上の測定が行わ

れた日をいう。）で０．１mg／m３以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間において０．２mg／
m３以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（○）とは、年間における１日平均値のうち測定値の高い方から２％の範囲内
にあるものを除外した後の最大値が０．１０mg／m３以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が
０．１０mg／m３を超える日が２日間以上連続しないことをいいます。

長期的評価による
適（○）、否（×）

短期的評価による
適（○）、否（×）

１日平均値の２％除外値（mg／m３）項　目

観測局

０．１０mg/m３以下であること基　準

２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８２２２１２０１９１８年　度
〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４９０．０４５０．０５７０．０６７０．０５７富山豊田

富山市 〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４４０．０３８０．０４６０．０５００．０５５富山城址
〇〇〇〇〇〇×〇〇×０．０４３０．０４１０．０５６０．０５９０．０６６婦中田島
〇〇〇〇〇〇××××０．０５９０．０４８０．０５１０．０５６０．０５７高岡大坪高岡市
〇〇〇〇〇〇×××〇０．０４６０．０３９０．０４５０．０４５０．０５２小杉鷲塚射水市 〇〇〇〇〇〇××××０．０４５０．０３８０．０４４０．０５１０．０６５小杉下条
〇〇〇〇〇〇××××０．０５１０．０４８０．０５３０．０５７０．０５９黒部前沢黒部市
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　表２‐１３　ばい煙発生施設数の年度別推移

２２２１２０１９１８年　　度
種　　類

２，０５２２，０２１２，００２１，９７７２，００４ボ イ ラ ー
１７５１７７１６７１６７１６７金 属 溶 解 炉
１７１１７１１７２１６８１５９金 属 加 熱 炉
７５７８７８７２７３焼 成 炉 ・ 溶 融 炉
９４９６１００１００１０２乾 燥 炉
２３２３２３２２２３電 気 炉
５４５７５８５７５６廃 棄 物 焼 却 炉
３３３３３銅・鉛・亜鉛精錬用施設
５９５９５８６６６８塩素・塩化水素反応施設
８７８７８９８３８１ガ ス タ ー ビ ン
２８２２８２２８０２７６２７６デ ィ ー ゼ ル 機 関
６３５７５４５３５２そ の 他

３，１３８３，１１１３，０８４３，０４４３，０６４合　　　　　計

　表２‐１４　大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設の届出状況
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１，１７１１１３３３０７６２１１４６１８８６６１３４４８０１５８０８４６８富 山 市
５４４０３１１４００３５０１３４２１１４３０２３４３１３０３３９２３９高 岡 市
１１００１２９００２１０００２０２００００００６４４７魚 津 市
７６０６０００００３０７０００２１４０１０４３４２氷 見 市
７５０９２００００００４００００００００６０３３滑 川 市
１９９０２６３０００２１０７０００１７１９０００１２４５４黒 部 市
１４２０７１７００００５０６０００８１２０００８７６９砺 波 市
８９０６３００００１０７０３０３２０００６４５０小矢部市
１３８０１０１００００００４０００４１０００１１８７８南 砺 市
３６５３２７５００１０８１２９０００６４３５０００２０１１０５射 水 市
１４４０４２００００５１９０１０５２８０００８９５２中新川郡
８５０１１１００００４０００００１１３０００５５３１下新川郡

３，１３８４２８２８７７６５９３５４２３９４２２７５１３１７１１７５１５５２，０５２１，２６８合　　計


